
中
の
異
文
曾
遁
ご
論
結
一
、
事
組
の
時
代
観
一
、
三

時
さ
三
皐
三
重
の
相
配
及
型
踊
の
判
決
一
、
末
法
無
戒

の
理
由
州
無
戒
ざ
破
戒
倒
末
法
借
侶
の
道
徳
観
念
如

何
例
悌
致
思
想
よ
り
見
た
る
天
災
観
一
、
園
家
ご
偶

数
一
、
歴
史
ご
博
道
方
法
一
、
思
想
構
成
と
歴
史
の

研
究
一
、
五
義
制
判
ご
諸
師
の
判
敬
一
、
図
師
ご
は

何
宇
一
、
国
師
の
資
格
一
、
図
民
数
育
ご
法
華
経

一
、
侍
殺
の
三
時
論
と
我
温
の
三
時
論
一
、
本
末
有
善

論
ご
純
国
論
の
差
異
及
脅
迫
一
、
太
子
竪
異
等
の
図
機

詫
ご
我
組
引
用
の
意
趣
一
、
念
縄
律
興
起
の
原
因
ご
共

致
法
一
、
念
躍
律
破
の
根
本
意
義
一
、
日
本
闘
と
法

華
経
一
、
諸
師
の
予
言
ご
日
本
及
事
組
引
用
の
意
義

一
、
本
朝
侍
来
の
偽
敬
一
、
商
都
六
宗
の
興
起
ご
其
前

後
一
、
博
教
の
偽
数
思
想
ご
及
共
事
業
一
、
帝
都
備

激
ご
惇
数
ご
の
関
係
一
、
平
安
実
都
ご
博
敬
ご
の
関
係

一
、
念
踏
の
勃
興
ご
其
博
道
匿
域
ご
信
者
の
種
類

一
、
鎌
倉
の
悌
数
ご
京
師
の
悌
敬
（
墓
枇
諸
山
市
封
破
の

究
第
ご
各
宗
博
道
の
匝
域
）
一
、
三
類
蜂
起
の
時
代

一

、

揖

椋

論

ハ

位

和

）

蓄

量

五

百

塵

駄

に
封
す
る
私
見

(14) 

本

宗
祖
大
士
無
始
本
且
買
を
逓
ぺ
給
ふ
に
三
あ
b
」
J

に
は
本

軍
捗
じ
日
〈
「
五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
無
始
の
古
備

品
』
云
q

此
れ
本
悌
一
冗
能
所
二
詮
な
し
ご
離
も
且
く
所
願

の
三
身
仁
約
し
て
無
始
の
古
悌
也
と
宣
せ
給
ふ
本
軍
捗
略

要
に
『
五
百
麗
点
復
過
於
此
等
は
能
額
の
書
量
・
⑤
り
無
始

本
備
十
界
常
住
ご
は
所
願
の
三
身
な
h

リ
故
に
文
を
過
て
底

理
を
指
を
乃
至
所
出
納
ご
言
ふ
な
り
』
ご
即
も
此
の
意
・
砂
・
り
。

に
に
は
嘗
体
義
紗
じ
『
稗
曾
五
百
慶
点
劫
嘗
初
証
得
』
ご

是
れ
能
顕
の
三
身
仁
約
し
て
且
く
嘗
初
ご
宣
す
、
次
下
の

『
能
詮
所
詮
本
理
」
の
文
忠
ふ
ぺ
し
之
れ
密
に
非
算
の
数
に

寄
せ
て
始
即
本
を
顕
し
給
ふ
文
旨
知
る
ぺ
乙
弓
に
濯
頂
紗

に
『
雄
無
始
本
費
三
身
且
立
五
百
塵
点
劫
成
悌
』
文
是
れ

能
頴
所
願
能
証
所
証
ニ
而
非
ニ
一
な
る
上
仁
一
於
て
無
始
を

論
じ
給
ム
・
号
、
り
、
正
議
仁
臼
〈
『
且
立
塵
点
之
語
者
塵
点
久

成
椴
之
明
文
也
』
ご
誠
仁
始
畳
即
本
畳
の
悌
身
は
能
額
所

望

月

啓



頴
共
に
無
始
久
遠
に
し
て
二
詮
あ
る
ぺ
か
ら
ず
従
て
五
百

塵
点
の
経
説
之
れ
金
〈
貫
教
な
り
さ
言
ふ
べ
か
ら
ず
今
敢

行
人
理
に
約
乙
て
私
見
を
述
べ
む
。

ト
約
敦
夫
れ
本
有
の
身
土
は
無
作
本
質
の
如
来
ご
常

寂
光
の
外
あ
る
事
な
し
然
る
に
衆
生
此
の
本
質
じ
迷
ひ
隔

臆
彼
称
の
思
を
生
じ
善
根
轄
だ
少
く
悪
趣
日
仁
月
に
多
き

を
加
ふ
是
れ
に
由

τ本
偽
権
民
事
相
を
現
じ
積
切
累
徳
し

成
道
し
以
℃
衆
生
成
偽
の
指
南
ご
争
乙
修
困
戚
果
の
手
本

ご
杏
ら
せ
給
ふ
嘗
体
義
紗
に
日
く
『
樟
曾
五
百
麓
点
劫
嘗

初
証
得
此
妙
法
蓮
華
世
々
番
冷
唱
成
道
頴
能
証
所
証
本
理

給
』
ご
聞
酬
も
知
ぬ
難
解
難
入
の
法
華
の
深
意
凡
夫
の
得
’

τ

悟
入
す
ぺ
き
に
非
ず
依
て
久
修
練
行
を
設
主
て
以
て
衆
生

を
し
℃
備
備
是
の
如
し
況
や
凡
夫
れ
や
ご
自
ら
勇
猛
の
心

を
起
し
遮
じ
悟
の
本
心
仁
掠
ら
し
め
ん
ご
し
給
ふ
に
外
争

ら
十
依
て
知
ぬ
五
百
慶
貼
劫
教
を
立
る
事
会
く
衆
生
教
化

の
方
便
な
り
「
毎
自
作
是
念
以
何
令
衆
生
得
入
無
上
道
』

の
文
忠
ふ
べ

L
況
や
五
百
窪
鮎
は
之
れ
算
載
の
及
ぶ
蕗
仁

非
す
加
ふ
る
に
復
過
於
此
百
千
等
之
れ
全
く
一
二
三
吉
敷

ふ
る
順
序
じ
し
て
コ
コ
ご
の
限
数
に
非
ず
誠
仁
本
費
三
身

は
竪
じ
又
横
じ
際
限
争
〈
十
方
法
界
の
身
な
り
唯

r凡
夫

の
選
暗
に
随
ひ
般
・
り
に
五
百
の
非
敷
を
皐
げ
伽
耶
始
成
の

忠
謂
を
破
し
前
後
の
儀
相
に
寄
せ
て
如
来
の
本
書
本
身
を

畳
ら

L
め
給
ふ
即
も
事
成
院
日
書
師
の
所
諦
『
越
本
の
中

間
賞
塔
漏
現
L
多
賓
証
明
し
分
身
来
集
し
て
密
に
毒
量
を

表
し
又
地
捕
を
召
し
本
地
身
を
示
す
而
し
℃
近
成
を
破
L

て
五
百
震
を
皐
「
感
欝
守
る
事
是
の
如
し
』
ご
之
れ
其
の

意
な
ふ
リ
又
法
華
真
言
勝
劣
事
の
中
に
『
伽
恥
之
始
成
政
之

五
百
塵
点
・
也
』
ご
仰
す
る
も
の
金
〈
此
の
意
仁
外
奇
ら
ざ

る
事
bJO

に
約
行
法
華
の
妙
行
は
妙
法
運
華
経
を
持
つ
に
外
争

し
本
軍
抄
じ
日
（
『
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然

に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
・
り
輿
へ
給
ム
』
ご
又
次
上
の
文

に
臼
〈
『
韓
曾
の
因
行
呆
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
艇
の
五

字
に
具
足
す
』
さ
我
本
行
菩
薩
と
は
之
れ
本
因
妙
な
り
吾

等
凡
夫
一
度
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
稀
ふ
る
時
は
所
謂
『
如

我
等
無
意
』
即
も
吾
等
凡
夫
即
妙
法
蓮
華
経
争
b
依
て
知

ぬ
我
本
行
菩
薩
道
ご
は
之
れ
吾
等
妙
法
五
字
を
唱
ふ
る
剥

那
争
り
五
百
塵
貼
さ
は
菩
提
樹
下
の
理
曾
成
遣
の
時
な
り

(15〕



若
し
樺
曾
行
化
に
約
せ
ば
書
量
販
設
の
利
那
争
ら
十
ん
ば

あ
ら
や
若

L
衆
生
の
修
行
に
約
す
れ
ば
唱
関
の
剥
那
仁
於

て
五
百
塵
駄
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
ず

日
約
人
経
に
臼
〈
「
是
好
良
薬
今
留
在
比
』
と
此
の

良
薬
ど
は
無
作
三
身
の
妙
法
蓮
華
経
争
り
吾
等
衆
生
是
れ

を
信
解
し
て
乙
の
無
作
三
身
を
体
得
す
而
も
妙
法
蓮
華
経

は
之
れ
五
大
を
表
示
す
然
る
に
吾
等
十
界
の
衆
生
亦
五
大

の
所
成
に
し
て
吾
等
を
離
れ

τ別
に
無
作
三
身
の
妙
法
運

華
経
存
す
る
に
非
ず
吾
等
凡
夫
の
嘗
体
は
之
れ
妙
法
蓮
華

経
仁
し
て
其
の
体
十
方
法
界
に
週
一
通

L
て
物
ご
泊
し
て
我
身

に
非
る
事
な
し
乙
れ
を
畳
る
を
本
質
の
如
来
ご
言
ム
本
費

三
身
如
来
は
之
れ
生
滅
の
身
仁
非
ず
本
管
抄
に
臼
〈
『
悌

障
に
過
去
仁
も
減
せ
子
未
来
に
も
生
守
ず
所
化
以
て
同
体

な
h
』
‘
ご
即
も
知
ぬ
始
畳
副
本
質
の
如
来
に
於
℃
生
滅
あ

る
ぺ
か
ら
ず
ど
生
戚
無
き
の
悌
仁
始
め
を
諭
す
べ
か
ら
ざ

る
や
論
な
乙
依
て
五
百
塵
貼
と
は
非
算
の
数
を
皐
げ
℃
以

て
無
始
を
形
容
せ
る
な
り
。

酌
約
理
夫
れ
如
来
書
量
品
の
一
品
仁
於

τ其
の
文
上

文
底
所
詮
二
義
を
成
ず
る
事
あ
る
事
な

L
然
る
に
若
し
文

上
能
顕
の
三
身
其
の
毒
あ
り
と
せ
ば
文
底
無
作
本
質
の
如

来
ご
相
即
融
通
を
論
ず
る
事
能
ざ
る
べ
し
然
れ
ば
別
も
能

照
の
三
身
に
約
し
て
新
成
頴
本
を
許
す
べ
か
ら
ぎ
る
に
至

L

リ
所
顕
の
三
身
に
於
て
は
事
成
無
作
を
瀬
し
修
困
戚
果
を

示
す
事
能
は

F
る
べ
し
而
も
文
上
五
百
腰
貼
ご
詑
き
文
底

無
作
本
質
浄
り
ご
云
は
ん
に
は
文
意
別
に
し
て
永
久
に
相

即
を
論
ず
る
能
は
ず
五
百
態
貼
椴
立
な
り
さ
せ
ば
文
意
一

往
測
な
る
か
如
し
ご
雌
も
再
往
文
章
願
れ
義
を
成
や
る
時

即
も
二
詮
な

3
・
な
り
何
ご
な
れ
ば
悌
意
無
始
久
遠
を
設
〈

仁
在
L

リ
ご
錐
も
且
く
伽
耶
始
成
の
近
情
を
破
せ
ん
が
錦
に

五
百
屋
踏
の
甥
敷
を
皐
げ
文
始
成
を
存
ず
る
が
如
し
然
れ

共
此
の
文
意
顕
を
終
て
無
始
久
遠
の
一
貫
義
ご
成
今
る
な

。
‘nツ

(16) 

上
来
身
の
不
皐
を
も
省
ず
自
己
の
所
信
に
随
て
の
み
書

き
連
ね
た
る
を
以
て
誤
謬
に
説
謬
を
重
ね
た
る
か
如
き
も

の
争
る
ぺ
き
を
信
十
。
此
れ
大
方
の
高
殺
を
仰
ぎ
℃
以
て

後
日
の
大
成
を
期
す
る
所
以
な
b
o
備
又
此
の
五
百
鹿
貼

偲
賓
の
論
は
台
嘗
二
家
致
事
上
の
中
心
た
b
生
命
た
り
根

本
問
題
た
る
頴
本
論
に
附
随
乙
て
重
要
な
る
問
題
な
る
を



以
て
之
れ
が
研
究
じ
付
て
は
吾
崇
諸
先
師
の
所
設
及
び
台

嘗
異
目
等
に
付
て
も
十
分
の
研
究
を
要
す
従
て
一
紙
宇
筆

の
克
〈
壷
す
所
に
非
ぎ
る
が
故
に
之
れ
が
研
鍵
は
先
患
の

高
教
じ
従
ひ
以
て
他
日
に
期
せ
ん
と
欲
す
。
ハ
た
は
り
〉

論

妙

法

五

字

典

三

大

秘

法

係

関

ハ
承
前
）

回

党

皐

藤

第
武
館
本
門
の
題
目

題
目
ど
は
こ
意
あ
り
所
謂
正
像
さ
末
法
ご
也
正
法

に
は
天
親
菩
薩
龍
樹
菩
薩
題
目
を
唱
へ
さ
せ
給
ひ
し
か

ず
も
自
行
ば
か
b
仁
し
て
き
て
止
ぬ
像
法
に
は
甫
岳

天
台
題
目
計
b
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
唱
へ
給
ひ

ι自
行

の
鋳
じ
し
て
庚
〈
他
の
掲
め
仁
設
か
や
是
理
行
の
題
目

也
末
法
に
入
っ
て
A
T
M
遺
が
所
唱
題
目
は
前
代
民
異

・9
自
行
化
他
じ
一
旦

b
て
商
無
妙
法
蓮
華
経
な
る
べ
し
名

地
宗
用
数
の
五
重
玄
の
五
宇
品
（
繍
ニ
O
五
三
〉

此
れ
吾
人
が
三
時
の
巽
相
の
章
下
仁
於
て
略
説
せ
る
が

如
く
、
龍
樹
等
の
如
〈
「
法
華
論
」
『
大
論
』
等
を
作
ち
て
、

題
目
を
讃
美
し
た
れ
ぎ
も
是
れ
文
相
の
み
な
る
ぺ
し
。
天

台
博
敬
等
、
盛
に
法
華
経
の
幽
玄
な
る
妙
義
を
談
じ
た
れ

ぎ
も
但
題
目
は
賓
相
の
真
理
じ
至
る
の
近
道
ご
な
し
、
其

立
行
た
る
但
一
心
三
制
慨
を
正
行
ご
し
て
、
信
心
唱
題
の
妙

行
を
奨
め
歩
。
設
ひ
唱
題
の
事
あ
b
し
も
自
行
ば
か

b
仁

し
て
化
他
に
出
て
ず
。
何
故
に
龍
樹
天
親
等
天
台
侍
数
等

題
目
を
自
行
計
じ
し

τ、
庚
く
化
他
の
矯
め
仁
設
か
ぎ
り

し
か
さ
云
ふ
に
‘
即
も

答
此
仁
ニ
意
あ
り
一
は
時
の
歪
ら
ぎ
る
が
故
に
二
は

付
嘱
に
非
る
が
故
畠
凡
妙
法
五
字
は
末
法
流
布
の
大
白

法
也
地
涌
千
界
の
大
士
の
付
蝿
也
是
故
に
南
岳
天

皇
樽
数
等
内
に
鑑
て
而
末
法
の
導
師
に
譲
v
之
不
ニ
弘
通

U

給
－
畠
ハ
綿
一

oood

此
二
意
既
に
吾
人
が
付
帽
閣
の
起
叢
三
時
の
異
相
の
章
下

氏
於
℃
遁
ベ
た

b
o
故
に
是
れ
さ
劃
見
し
て
組
意
の
所
存

窺
ひ
知
る
ぺ

ι。
而
し
て
末
法
に
本
化
所
弘
の
題
目
は
蒋

章
の
困
行
果
徳
の
二
法
を
具
足
せ
る
功
徳
甚
勝
な
る
も
の

に
し
て
是
れ
本
問
の
題
目
の
臆
相
な
る
べ
し
。

(17) 


